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日本人大学生のレジリエンス尺度の開発及びレジリ
エンスと立ち直りと精神的健康に関する研究




































































































































































































Ｖ4５ 我 慢 し な い
Ⅲソーシャル・サポートの希求
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乗り越えたと感じていることが重要であることが示唆
された。しかしながら，本研究では，立ち直った過程
や，主観的に立ち直ったと感じるための要員について
は検討していない。より具体的に立ち直りの過程を検
証するためにも，今後は，インタビューなどの質的調
査をする必要があると思われる。
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Figurel、レジリエンス及び立ち直りと適応感
考 察
本研究では，大学生における日常的ネガティブライ
フイベントとレジリエンスをそのイベントを乗り越え
たか否かによって，精神的健康との差異について検証
した。以下に主なそれぞれの結果について考察する。
適応感尺度の居心地の良さにおいて，レジリエンス
が低い場合，日常的ネガティブライフイベントを乗り
越えた数が少ない群に比べて，乗り越えた数が多いほ
うが居心地の良さが高く，レジリエンスが低い大学生
のほうが，高い大学生よりも居心地の良さが高い傾向
が示された。レジリエンスが低くとも，日常的ネガ
ティブライフイベントを乗り越えられたと感じている
ことが，居心地の良さにつながっていることが分かっ
た。被信頼感・受容感において，レジリエンスが低い
大学生はレジリエンスの高い大学生よりも被信頼感・
受容感が高かった。また、立ち直りの数においても，
日常的ネガティブライフイベントからの立ち直りが多
い大学生はそうでない大学生よりも被信頼感・受容感
が高かった。これらのことから，レジリエンスの有無
よりも，日常的なネガティブライフイベントから立ち
直っていると本人が感じていることのほうが。
本研究において，レジリエンスの有無より，本人が
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Abstract
Thepurposeofthepresentstudywastodeveloparesiliencescaletomeasureresilience丘omacommon
negativelifeevent,andinvestlgateresilience,recovery丘omacommonnegativelifeevent,andmentalhealth，
Inthefirststudy,weadministeredquestionnalresurveustounlversitystudentsinordertocreatethescale
FactoranalysisuncoveredfOurfactors,thoughtemotionbehaviororganization,thoughtemotlontransfbrmahon,ask
forsocialsupport,andbehaviortransformatlon,andconfirmedthattheywereadequatelyreliableandappropriate，
Inasecondstudy,weadministeredquestlonnalresurveysonresilience,recovery丘omacommonnegativelifeevent，
mentalhealth,andsubjectiveadjustment,Analysisofvariancerevealedahighlevelofcomfbrtinsubjectsthathad
lowresiliencebuthadrecoveredfrommanycommonnegativeljfeevents､Thissuggeststhatmentalhealthis
affectedbysubjectiverecoveryfromaneventratherthanactuallevelofresilience．
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